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 アフリカ大陸の東側にある島国、マダガスカル。ここは日本の４倍の面積で、約 2,200 万人が住んでいま

す。自然豊かな地で、主食である米は１年で３回もとれるほどです。 

今年３月、私たちはマダガスカルを訪問しました。この国の人々の印象を一言でいうなら、「ほこり高きマ

ダガスカル人」です。しかし、現在は暫定政権のもとで、道路、公共事業などの大事なライフライン整備が停

滞し、人々のくらしは貧困を極めています。 

こうしたなかで、私たちは首都アンタナナリボと地方モロンダヴァの２か所の、ハンセン病療養所へうかが

いました。患者の皆さんにもお話をうかがうとともに、病院運営に尽

力されている医師、看護師の話をお聞きしてきました。マダガスカル

のハンセン病や患者、家族を取り巻く状況は、多面的であり重層的で

す。医療、ケア物資の不足は大きな課題です。差別状況も様々で、退

院して家族のもとへ帰る人もいれば、病気が治っても数十年にわたり

療養所に暮らし続けている人もいます。 

ハンセン病療養所の現状から、改めてマダガスカルの政治や経済の

あり方と貧困の問題が見えてきました。一緒に考えていただけました

ら幸いです。 

みなさんのご参加をお待ちしています。 
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